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1．はじめに
私たちはこれまでいくつもの地域史を書いてき
た1）。地域の歴史を調べ、記述することを繰り返
していくうちに、地域に拠点を置き、地域の人び
ととともにアイデアを出し合い、調べ、書くこと
の面白さを実感するとともに、地域史を書くこと
の意味を考えるようになった。地域史を書くとい
うことはそれぞれの地域の歴史を大文字の歴史に
寄与するデータや抽象化された未来への遺産とし
てだけではなく、いまここで生きている、そこで
暮らしている人びとにもまた共有されるべきもの
であり、そこで生き、暮らすことに重要な意味を
もたらすのではないだろうか。
本稿は、地域の歴史を書くことの意味を、この
ような実感をもたらした私たち自身の具体的な経
験を通して検討することを目的としている。
2008年春、筆者らは豊田土地改良区より枝下
用水史の編集を委託され、枝下（しだれ）用水2）
120年史編集委員会（後に枝下用水 130年史編集
委員会）をたちあげた。枝下用水土地改良区は以
前から枝下用水の歴史を記すことを望んでいたと
いうが、実際に筆者らが委託されたのは、2006
年に枝下用水土地改良区を含む旧豊田市内の 11
の土地改良区が豊田土地改良区として新設合併し
たことが直接の理由であった。枝下用水が流れる
自然環境や生活環境に基づく独自の地域がたどっ
てきた歴史やそれを取り巻く活動を、この時点で
残しておかなくてはならないという危機感が生じ
たのである。枝下用水とともに生きてきた、生き
ている生活実感を持つ地域史を書くことで地域の
人びとの来し方を知り、この地域で暮らすことの
意味、これからの地域社会のあり方を考える糧を
得ることができるだろう。そんな風に考えながら
調査を開始した。
本稿では、関西学院大学社会学部の古川研究室
を中心に動いているプロジェクトの拠点（サテラ
イトと呼んでいる）のひとつである豊田土地改良
区資料室3）（以下、資料室）が 2008年から枝下
用水に向き合い、地域史を書くことで気づかされ
たこと、資料室がその気づきに促されながら目指
してきたことを通して、地域史を書くことの意味
をあらためて考えてみようと思う。
地域を知る・地域で知る・地域とともに知る枝下用水＊
──豊田土地改良区資料室の調査研究と実践──
逵 志 保＊＊
野 原 由 佳＊＊＊
古 川 彰＊＊＊＊
─────────────────────────────────────────────────────
＊キーワード：枝下用水、地域史、協働調査
＊＊豊田土地改良区資料室室長・愛知県立大学非常勤講師
＊＊＊豊田土地改良区資料室調査員
＊＊＊＊関西学院大学社会学部教授
１）本稿で取り上げる矢作川流域では、『矢作川の伝統漁業と人の暮らし』（1996年、古川編、豊田市）にはじまっ
て、後述する『環境漁協宣言－矢作川漁協 100年史－』『枝下用水史』など書籍のほか、論文として雑誌に掲載
したものも含めて地域史と呼んでいる。
２）枝下用水は愛知県西三河の主に旧豊田市域を流れる農業用水で、現在は豊田土地改良区が管理運営している。
３）2008年に豊田土地改良区の委託により発足した枝下用水 120年史編集委員会（後に枝下用水 130年史編集委員
会）は、『枝下用水史』刊行後も豊田土地改良区資料室として枝下用水の歴史研究を継続することになった。
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2．枝下用水 130年史編集委員会（2008-
2015年）
（1）矢作川研究所と矢作川漁協 100年史編集委員
会
1994年、枝下用水土地改良区と矢作川漁業協
同組合、豊田市との第 3セクターとして、愛知県
豊田市に矢作川研究所が設立された。「川の研究
所を市が関わって作るという斬新な構想、さらに
ひとつの川にかかわる農業団体と漁業団体が同じ
場所で共同研究をすすめようというアイデア4）」
の、全国で唯一のひとつの川の名前がついた研究
所である。古川は矢作川研究所の設立準備段階か
ら携わり、設立後は研究顧問として運営に関わっ
てきた5）。
矢作川漁業協同組合（以下、矢作川漁協）が創
立 100周年をむかえることになり、矢作川漁協
100年史を編集することになった。古川を監修・
編集委員長として、当時京都大学大学院生だった
芝村龍太、矢作川漁協の新見幾男・梅村錞二・田
中蕃による矢作川漁協 100年史編集委員会を発足
した。
ところが川の漁協に関して残された資料は乏し
く、それまでに書かれた内水面漁協史は皆無だっ
た。加えて矢作川漁協の資料は、すこし前に漁協
事務所の火事でほとんどが焼失していた。そこで
「編集委員会はとにかく川を生きてきたひとの歴
史を書こうということを取り決めた。そのために
は、できるだけ歩き回り、多くの人から話を聞か
せてもらう以外に方法はない6）」。そこで編集委
員会は漁協の百年誌研究会を発足させ、漁協の支
部をはじめ矢作川流域で暮らす人びとから多くの
聞き取りをおこなうことにした。百年誌研究会に
は漁協の各支部の人びとが参加し、「聞き取って
きた話をテーブルに載せて、議論を重ねていく方
法7）」をとった。議論のテープをおこし、ニュー
ズレターとして発行、参加者や関係者に目を通し
てもらい、追加修正を加えていったのである。
百年誌研究会を重ねていくなかで見えてきたの
は、「川と人びととの関わりの姿であり、人びと
が営々と川に働きかけ、川の働きかけを受けてつ
くられてきた働きかけの川の姿8）」だったとい
う。この働きかけの意味を問いはじめるなかで、
漁協史を矢作川流域の環境を担ってきた人びとの
歴史（矢作川流域史）として捉え直すようにな
る。その結果、書名『環境漁協宣言－矢作川漁協
100年史－』（風媒社、2003年）が示すように、
環境漁協としての新たな一歩を踏み出そうとする
初めての内水面漁協史ができたのである9）。
（2）枝下用水 130年史編集委員会
枝下用水土地改良区でも用水史をまとめたいと
古川には要望が伝えられていたという。2005年
の豊田市の合併にならい、2006年に枝下用水土
地改良区を含む 11の土地改良区が豊田土地改良
区として新設合併する。土地改良区の名前から枝
下用水が消えたことで、いまのうちに用水史を残
しておきたいという思いが高まっていった。2008
年に逵が豊田市矢作川研究所に入ったのを機に、
豊田土地改良区の委託事業として、枝下用水 120
年史編集委員会（その後、枝下用水 130年史編集
委員会。以後、編集委員会）を発足し、枝下用水
史の編集作業が始まった。
私たちは先の『環境漁協宣言－矢作川漁協 100
年史－』をふまえ、枝下用水の歴史を農業用水に
限定せず、矢作川流域の環境を担ってきた人びと
の歴史として捉え直そうという編集方針をたて
た。また、豊田市内小学校の社会科副読本や枝下
用水通水百年記念誌『しだれ用水』（枝下用水土
─────────────────────────────────────────────────────
４）古川彰「枝下用水 120年史編纂と矢作川流域環境史」『枝下用水日記』vol.1（2009年 11月発行）1ページ
５）2003年、矢作川研究所は第 3セクターから豊田市営の研究所となり、現在は豊田市役所河川課に属している。
古川は現在もアドバイザーとして研究指導にあたっている。
６）古川彰「あとがきにかえて－川の自然に心を澄まして－」矢作川漁協 100年史編集委員会『環境漁協宣言－矢作
川漁協 100年史－』（風媒社、2003年）438ページ
７）前注に同じ。438ページ
８）前注に同じ。436ページ
９）『環境漁協宣言－矢作川漁協 100年史－』は 2006年、第 7回朝日新聞社「明日への環境賞」を受賞した。
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地改良区、1988年）で書かれている枝下用水開
削者「西澤眞蔵ものがたり」とは異なる枝下用水
史を編みたいと考えた。
編集委員会は古川を監修者として、川田牧人、
熊澤美弓、逵の人文系研究者と、地域に暮らす永
島由加里、野原で構成した。研究者の視点だけで
なく、この地域に暮らす人の視点が必要と考えて
のことだった。彼女たちのつぶやきや発見は研究
者にとって新鮮で、それが編集委員会を面白く豊
かなものにさせた。はじめは編集会議での発言も
しにくかったように思うが、次第に主体的に動く
ことができるようになり、わからないことは率直
に発言することが編集にも大いに役立つことにな
った。
編集会議は豊田土地改良区の所蔵資料がおおよ
そ片付いた 2010年 5月より基本的に毎月実施し
た。編集会議に合わせて川田牧人、古川が来訪
し、日々の現地での調査は 4人でおこなった。6
人が情報共有できるよう非公開のブログをつく
り、そこに日報を記しコメントを入れていくスタ
イルと、メーリングリストを作って調査研究を進
めていった。
地域史編集の出発点は資料調査と資料集編集で
ある。豊田土地改良区所蔵資料のなかから重要な
資料を選出し、年表をつくって対応させ、解説を
入れた。昭和初頭までを矢作川資料研究第 2集
『枝下用水 120年史資料集』その 1（豊田土地改
良区・豊田市矢作川研究所編発行、2011年）、そ
の後から現在までを矢作川資料研究第 3集『枝下
用水 120年史資料集』その 2（豊田土地改良区編
発行、2013年）として刊行した。また『矢作川
研究』No.17（豊田市矢作川研究所、2013年）で
特集「矢作川環境誌としての枝下用水史」を組ん
だ。
枝下用水史執筆のための調査研究を続けるなか
で、さまざまな資料と出会い、地域の人びとから
話を聞かせていただくうちに、枝下用水の歴史を
書くことはひとつの用水に閉じられた歴史と向か
い合っているのではないことに気づかされた。枝
下用水の受益地である豊田市という地域でおきた
問題、例えば高度経済成長を支えた兼業農家やそ
の後の公害の問題の実相は、この具体的な地域の
用水というミクロな側面を通すことでこそクリア
に見えてくるとともに、それは決してこの地域・
流域だけに起きたことではなく、その後の日本が
直面してきた問題であったことの意味もわかって
くるのだ。
3．『枝下用水史』で明らかになったこと
編集委員会が発足し、『枝下用水史』を刊行す
るまでの 7年間の編集作業は、1,600（冊、袋）
を超える大量の未整理史資料の整理（処分）から
はじまった。資料を整理しなくては自分の座る場
所も確保できず、編集室に積み上げられた資料を
選り分けているだけで時間は経っていった。前述
の矢作川漁協 100年史編集委員会のスタートと
は、書かれた資料の量の点で大きく違ったのであ
る。
しかし書かれた資料に埋没することなく、筆者
らが地域に出て実感を持って枝下用水を知ること
ができたのは、枝下用水の受益者から学ぶことが
できたからだった。ここでは枝下用水開削者・西
澤眞蔵のいまも続く開削者祭祀と、この地域の農
家青年が高度経済成長期の変化のなかで、どのよ
うに農村生活を葛藤しながら生きていこうとした
かを、危機と葛藤と捉えて記してみたい。
（1）いまに伝わる開削者祭祀 －枝下用水と西澤
眞蔵－
書かれた資料と格闘していた筆者らが地域で知
ることの必要を気づかせてくれたのは、編集作業
をはじめてまもなくかかってきた枝下用水受益者
からの電話だった。それは開削者・西澤眞蔵追弔
会の案内だった。枝下用水水源の枝下川神社で祭
祀があったとき、枝下用水のことなら何でも教え
てほしいと集まった関係者に挨拶しておいたた
め、わざわざ連絡をくれたのだ。調査したいと言
うと、来るほどのものではないと言われ調査を見
送った。後日、別の地区からも同様の電話がかか
ってきた。今度も調査するほどのものではないと
言われたが、地域で何がおこなわれているのだろ
うと思い調査をはじめると、その後も案内は続
き、なかには当日のものがあったり、事後報告も
あり、全貌を知るのに数年を要した。
枝下用水の開削者祭祀は既におこなわれなくな
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ったところもあったが、約 20ヶ所で 100年以上
にわたって、毎年さまざまな場所で続いているこ
とが明らかとなった。またどこも同じようでいて
それぞれ違った。西澤講を組んでいるところもあ
り、西澤眞蔵の戒名を独自に持つところもあっ
た。しかしこれまで受益者間でさえ、他地域の開
削者祭祀について知る機会がなかったらしい。枝
下用水土地改良区の時代には、別々におこなう開
削者祭祀は地元の負担が大きいと考え、負担軽減
のために枝下用水土地改良区が枝下用水全体の開
削者祭祀を呼びかけた。ところが開削者祭祀がそ
れで無くなることはなく、かえって行事を増やし
てしまうことになった。開削者祭祀はそれぞれの
地域でおこなうことに意味があったのである。
なぜそれほどまでに開削者祭祀は続いているの
だろうか。今村奈良臣は『土地改良百年史』のな
かで枝下用水について次のように指摘している。
このような私的な給水事業は、日本全体の
農業用水からみれば、ごく一部のものであっ
たかもしれない。しかし、少数であっても、
伝統的な用水組合、これを継承した水利組合
と異なる企業的給水事業が成立したことは、
歴史の一こまとして注目してよいであろう。
とくに、政府の河川水利制度の整備が不十分
であった時期に、このような民間の試みがも
った意義は、けっして小さなものではなかっ
たのである。10）
枝下用水開削がはじまるのは 1883（明治 16）
年、枝下用水の原型（幹線と 3井筋）が竣工する
のが 1894（明治 27）年で、1896（明治 29）年の
河川法公布以前のことである。1897（明治 30）
年には砂防法、森林法が公布され、治水三法が整
ったことから公水主義へと変わっていく。枝下用
水竣工はその治水三法の成立前、水が制度的に国
家によって管理される直前にあたる。このときそ
れまであった水利用慣行が既得権となり、慣行水
利権というかたちで認められ、水利権に目が向け
られた。枝下用水の事例は今村が指摘するよう
に、全国的には「ごく一部」であり「歴史の一こ
ま」だろう。しかしこの一こまの企業的給水事業
は、後に柳田國男が「農業用水ニ就テ11）」で農業
用水のあるべき姿として描いていると玉城哲が指
摘する12）ように、実際には柳田が描いた 1907
（明治 40）年の時点では、枝下用水は個人所有で
はなく普通水利組合による経営へと変わっていた
が、農業における企業的給水事業が新たな地域を
単位とする水利範域、水利規範を創り出していっ
たことは事実である。
受益者らは 1897（明治 30）年に西澤眞蔵が亡
くなると、1899（明治 32）年には枝下用水開削
者として西澤眞蔵を顕彰する「澤流後世」碑を枝
下川神社の境内に建立した。そしてその後もそれ
ぞれの地域の神社や寺に顕彰碑を建立し追弔会を
始めた。開削者顕彰の行事は 20ヶ所にも及び、
それらは現在も続けられている。枝下用水は用水
を売る西澤眞蔵と用水を買う最小単位が直接結び
ついていたのであり、それは用水の範域とムラの
範域が重なるいわゆるムラの用水とは異なり、企
業的給水事業としてムラの外の力の寄与によって
つくられたものなのである。つまりムラの用水と
は異なる組織原理をもっているとする視点が必要
となる。枝下用水はそうした組織原理によって維
持され、ムラの恩人ではなく、自分の田に水を流
す直接的な恩人を得た。そのことがムラの祭神と
は異なる水利の祭神を創り出し、それを継承して
きたのである。それは調査をはじめる前に、来る
ほどのものではないと言われたように、ムラの神
社の氏子による例祭や自治会の祭りなどとは異な
る形で追弔会が営まれていることに如実に示され
ている。
それではなぜ開削者祭祀は現在も続いているの
だろうか。1902（明治 35）年の枝下用水普通水
─────────────────────────────────────────────────────
１０）今村奈良臣・佐藤俊朗・志村博康・玉城哲・永田恵十郎・旗手勲『土地改良百年史』（平凡社、1977年）60-61
ページ
１１）柳田國男「農業用水ニ就テ」『法学新報』17（12）1907年（『定本柳田國男集』31、（筑摩書房、1970年）436-447
ページ
１２）玉城哲「柳田国男の農業水利論」『現代思想』3（4）1975年（『柳田国男研究資料集成』19、日本図書センター、
1987年）参照。
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利組合設立の経緯となった明治用水との「水争
い」にとどまらず、明治、大正を経て昭和 40年
代まで、まだ枝下用水の各地では水の争奪戦が
日々おこなわれていた。聞き取りを進めていく
と、それらは水争いよりも小規模の「水喧嘩」で
あったともいうが、「水役」や「水当番」の日に
は自分たちの田に充分に水をめぐらすため、他田
に流れる栓に草を詰めて水路を細くしたり、自分
たちの田に水が流れるように夜通し畔道に伏せて
見張ったという。栓に草を詰めたらそのまま帰宅
して良いという「詰め下がり」や、解決しにくい
水喧嘩のときに登場する人物を「交渉上手」と呼
んだり、さまざまなフォークタームが用水獲得の
苦労を物語っている。こうした用水獲得の経験こ
そ、統合されることを拒んで最小の給水単位とし
てあり続ける根拠であったろう。他の近隣受益単
位との関係で、水利において一定の発言権を持ち
続けるためには、開削者やその地のために尽力し
た功労者への祭祀を継続し、取水の感謝と充分な
取水への期待を表明し、祭祀を継続する必要があ
った。その権利主張の正統性の根拠として、人び
とは開削者・西澤眞蔵を祭祀し続けたのだろう。
それは祭祀がなくなった地域の方から、過去形で
あってもやっていたことを示してほしいという意
見があったことからもわかる。
しかしいまは開削者祭祀を続けなくても水は来
る。祭祀の最小単位の農事組合は現在も農業を続
けるには欠かせない組織ではあるが、かつての用
水獲得のための開削者祭祀を続けなくても、用水
の大半はパイプライン化され、蛇口をひねると水
が出てくる。だとしたら誰がどのような理由でこ
の開削者祭祀を必要としているのだろうか。次の
ように考えることは可能だろう。開削者祭祀は、
西澤眞蔵という開削者の努力によって竣工し、そ
れが現在の豊田市の礎になったという美談にな
り、学校教育の現場で学ばれている13）。つまり開
削者祭祀はいまや水を得ている農家だけの問題だ
けではなくなり、より普遍的な意味付けがなされ
ているのだと14）。
（2）高度経済成長期における農家長男の〈危機〉
と葛藤
編集委員会は開削者祭祀の調査をきっかけに、
地域のことを地域で知るために、枝下用水を生き
てきた人たちに「枝下用水の話を聞く会」と名付
けて聞き取りをはじめた。そのなかで豊田土地改
良区の枝下用水地区役員で篤農家といわれる T
氏を訪ねるようになった。話は T 氏だけのとき
もあり、夫婦で話を聞くこともあった。その話な
らと他の人を紹介してくださり、一緒についてい
ってくださることもあった。
この地域の農家の暮らしを知りたかった筆者
に、ある日 T 氏は自身の 1962（昭和 37）年の日
記と父の形見の 1936（昭和 11）年の日記を見せ
てくださった。1962年の日記は T 氏が 22歳の
ときのもので、高度経済成長期の豊田市の農家青
年の 1年の生業としての農業と、暮らしの詳細を
知ることができる貴重な資料である。きっと日本
におけるこの時期、この地方の農家経営、農業経
営をこの日記を通して明らかにできると思った。
ところが日記を見ると、昔もいまもずっと専業
農家だと話していた T 氏は、多くの日を賃労働
に出ていた。また日記からは家業である農業と賃
労働との間で葛藤する姿も知ることになった。
T 氏には農家を継ぐことへの迷いは無いようで
あったが、日記には農業を主としながらも外で働
くことについて、1年を通して葛藤する姿が描か
れていた。それは高度経済成長という大きな生活
の変化があった時期であったこともさることなが
ら、1962年が T 氏の結婚の年だったことも大き
かったと思われる。一人前にはなったが、これか
ら一戸前として一家を背負う立場になった時、ど
のように生きていったらいいのか、それは T 氏
個人の問題ではなく、当時の農家経営と農業経営
の問題であった。
T 氏がそれでも農業を続けたのは、農業以外の
働く場が身近にある環境で現金を得て、養豚や牛
などの飼育を手がける運営資金とすることが可能
だったからである。日雇いでの低賃金で働く人の
─────────────────────────────────────────────────────
１３）豊田市内小学校の現場において、小学校 4年生の社会科副読本『豊田』で枝下用水は扱われている。
１４）詳細は逵志保「農業用水における開削者祭祀－枝下用水と西澤眞蔵－」『矢作川研究』No.16（豊田市矢作川研究
所）27-40ページ、「枝下用水開削者顕彰のいま」『枝下用水史』（風媒社）391-411ページ参照。
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なかには離農する人も多く、地域の工場はそうし
た人たちを臨時雇用することで安価な労働力を手
に入れた。こうした状況のなかで、T 氏に農業か
離農かの選択の余地がなかったのは、工場から現
金収入を得ながら農業を続けていく環境が整って
いたからだろう。また豊田市は農業を止めるとい
う選択を迫られることなく、耕作地を減らしても
農家を続けることが通勤兼業により可能な環境に
あった。1962年は長く農家経営と農業経営を一
体としてきた農民意識が、家経営と農家経営とを
分離していく生活者意識へと変動していく時期で
もあった15）。
次にこの農家日記をとおして戦後高度経済成長
期の日々の暮らしが都市化に向かい、多くの農家
青年たちが工業に人口移動していくなかで、農村
生活はどのように変化し、農家長男にはその変化
のなかでどのような〈危機〉がふりかかり、どの
ように対応しようとしたのかを考えてみよう。
そこでヒントになるのは、内山節の労働を「仕
事」と「稼ぎ」に分けて考えるというアイデアで
ある。「仕事」は農家・農村・農業の維持に関わ
る広義の労働で、お金の論理をこえ、主体は自分
の側にある。「稼ぎ」は現金収入のためにせざる
を得ない狭義の労働で、お金の論理でしかなく、
主体は他人の側にある。内山は高度成長期以前に
は労働は広義の労働だったが、高度経済成長のな
かで「稼ぎ」だけが労働とみなされ、経済的価値
を生まない労働が労働の概念から外されているこ
とを危惧した16）。T 氏の労働にあてはめてみれ
ば、「仕事」は長く維持してきた稲・麦・野菜作
りや、養蚕の継続と新たな養豚の開始といった農
業に加え、青年会や消防団・ムラ祭りといったム
ラ事もあった。一方、「稼ぎ」は臨時雇いとして
出ていく賃労働でそれはさまざまな内容だった。
戦後高度経済成長前期、現金で買いたい物もあ
り、社会にはしたいことが次々と出てくる。T 氏
の「仕事」と「稼ぎ」を言い換えれば、「仕事」
はイエ事・ムラ事であり、「稼ぎ」はワタクシ事
である。T 氏はイエ事・ムラ事とワタクシ事の間
で葛藤していたのである。しかしこの葛藤は個人
レベルの問題ではなく、現金収入がなければ貨幣
経済が浸透する大衆消費社会の進展についていけ
ない状況、農業人口の工業労働力への転換という
事態は国家が望み作り出そうとうするクニ事その
ものだったのではないか。そのような動きは T
氏の父の 1936（昭和 11）年の日記では読み取れ
ない。父もまた賃労働に出ていたが、その時代は
農家経営と農業経営が矛盾なく一致しており、家
業の農業は揺るがない仕事であり、イエ事・ムラ
事に揺れがないため、現金収入をただ個人的な事
として喜ぶ姿しか見えないのである。
T 氏にも生業の農業・農家経営への意気込みは
あった。しかし農業経営だけでは現金が入らな
い。かと言って離農し賃労働だけに出ることは農
家の長男にはできなかった。だからこそ賃労働を
意味ある労働と位置づけ、主体的に取り組むこと
で葛藤を抜け出そうとしたのだろう。
幼い頃から農家の跡継ぎとして育った農家長男
にとって、たとえ多くの日を賃労働に出ていたと
しても、大きな構造転換を目指した農業基本法の
思惑通りに離農を選ぶほど、農家生活は単純なも
のではなかった。離農はただ単に職種を変えるこ
とを意味しない。それは耕してきた先祖の土地を
手放すことである。その農家・農村生活にはさま
ざまなムラ事がからみついている。祭りも青年会
も、抜け出すことのできないしがらみであり、そ
うしたイエ事・ムラ事といった民俗があってこ
そ、これまでの農家生活は維持されてきたのであ
る。さまざまな葛藤を経て T 氏が大晦日に記し
たのは「今年も何事もなく無事に終り新年を迎え
る事が出来た」であった。〈無事〉の着地の理想
型がここにあった17）。
─────────────────────────────────────────────────────
１５）詳細は逵志保「枝下用水を生きる－「ある農家の日記」から－」『矢作川研究』No.17（豊田市矢作川研究所）25-
43ページ、「進む機械化と兼業化」『枝下用水史』（風媒社）227-237ページ参照。
１６）内山節『自然・労働・協同社会の理論』（農山漁村文化協会、1989年）参照。
１７）2014年 1月 17日、日本文化人類学会課題研究懇談会「危機の克服と地域コミュニティ」（名古屋大学）におい
て、「無事を求めつつ、危機と向き合う人びと－枝下用水史 130年史からみる－」と題して川田牧人、熊澤美弓
とともに報告をおこなった。逵志保「高度経済成長期における農家長男の〈危機〉と葛藤」
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4．豊田土地改良区資料室（2015年－）
（1）豊田土地改良区資料室の設立
①編集委員会から資料室へ
『枝下用水史』の刊行を前にして、豊田土地改
良区に原稿の最終確認に行ったときのことだっ
た。理事長より「本当の水の苦労が書けていな
い。枝下用水ができても水が取入れられない地域
があった。そのような農地には、排水を集めて揚
水機で汲みあげ再利用する「補助用水」がつくら
れた。そうした水の苦労を書いてほしい」と言わ
れた。刊行を延ばして書き加えることも検討した
が、既に分量は予定頁数を超えていたため、新た
に続編として水獲得の苦闘史を「補助用水」を通
して書くこととした。
続編刊行にむけて動き出すことが決まったと
き、理事長からは自身が日常的に土地改良区にい
ることができないために、職員たちになにも教え
ることができず、職員が学ぶ機会をもたずにきた
ことへの危惧が語られた18）。その要望を受けて新
たに活動することを考えると、これまでの編集委
員会ではなく、もっといい名称はないだろうかと
理事長らと話し合い、「豊田土地改良区資料室」
（以下、資料室）と決めた19）。
資料室は古川を研究顧問とし、逵を資料室長、
野原を調査員として活動を開始した。作業場所は
編集委員会同様、枝下用水の水源に近い豊田土地
改良区水源管理事務所（枝下川神社社務所を兼ね
る）とした。資料室運営会議は古川がネパール・
カトマンズでのサバティカルから帰国した 2015
年 9月より開始し、8月・3月を除いて毎月おこ
なってきた。月 1回の運営会議で不便を感じなか
ったのは、資料室の活動記録を日報として記録
し、情報の共有をおこなってきたからだ。編集委
員会は日報を非公開ブログで更新し、6人のメン
バーがコメントするスタイルをとったが、資料室
になってからはクラウド型のデータベースである
Evernote を使うことにした。Evernote では日報に
よる情報共有とともに、日頃の気づきやつぶや
き、どんなことでもその都度書き込んでいき、そ
の書き込みに応えていくことができる。
この Evernote の効果は、はじめて運営会議を
おこなったときから現れた。『枝下用水史』完成
直後にカトマンズに渡った古川が、半年ぶりに資
料室に来室したにもかかわらず、その日までの確
認作業は不要で、すぐに議題に入ることができ
た。資料室のメンバー 3人が揃うことは月 1回、
うち現地の 2人が資料室で一緒に作業するのも週
1回しかない。しかしその日の出来事を毎日記録
する日報をはじめとして、あらゆるデータをオン
ラインデータベースで共有し、そこに質問、コメ
ントを書き込むことで、情報が個人に分断され
ず、相互理解が進んでいった。梅棹忠夫「京大カ
ード」のネット＆クラウド時代バージョンでもあ
るこの方法は、サテライト型の研究リテラシーと
しては理想型に近いかもしれない。
②『枝下用水史』続編に向けて
『枝下用水史』続編は補助用水を通して水の苦
労を記すことが目的だ。筆者らがまず注目したの
は「補助用水」という語彙であった。排水を集め
て揚水機で汲みあげ再利用するのであれば補助用
水と言わずに「悪水」でも構わないはずだ。全国
で補助用水という語彙を使っているところはごく
限られており、農業土木の専門家からも補助用水
という用語をすぐには理解してもらうことができ
なかった。
補助用水は正確には補助的水路という言い方が
なされている。農業土木の専門家によれば、通常
の用水設計では、用水が足りないところに他から
水を持ってきてその用水の補助的水路を開削する
というのは珍しいようだ。なぜなら用水路は通
常、設計の段階で受益面積とそこに必要な水量を
計算し、そこまでの水路の幅と深さとを計算して
から開削が始まる。そのため枝下用水のように水
が来るはずだったのに来ないということは基本的
にはおこらないのだという。なぜ枝下用水は補助
用水が必要になったのだろうか。
枝下用水は開削当初は企業的用水経営をしてお
─────────────────────────────────────────────────────
１８）豊田土地改良区理事長・三浦孝司氏は当時は愛知県議会議員で、県議会議長を務めていた。
１９）『枝下用水日記』vol.14（2015年 7月発行）参照。
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り、水が欲しい地域（人）が直接契約して水を買
うことになる。開削後、新たな契約が追加されて
いくことで、足りるはずだった末端までの水が他
に流れてしまうことがありえたのだ。
所蔵資料を辿っていくと、企業的用水経営は
1897（明治 30）年の西澤眞蔵の没後、東京の河
村隆実が枝下用水を引き継ぐが、既にこの河村隆
実の時代から補助用水という発想があり、河村は
契約者のところに水をいきわたらせなくてはなら
ないと考え、枝下用水以前にあった大風用水を買
い取り、その用水を枝下用水の補助用水とするこ
とで水が足りないところに補填しようと考えたよ
うである。しかし実現しないままに枝下用水の経
営が枝下用水普通水利組合に変わったため、補助
用水の開削は枝下用水普通水利組合がすることに
なった。こうした経緯から、補助用水という語彙
は、企業的用水経営という特殊な経営のなかで発
想されたものだったことが明らかとなった。
（2）地域とともに知る
①公開研究会と『枝下用水日記』
資料室は続編の刊行に向けての作業のなかで、
実際に枝下用水を維持管理する職員とともに学び
の機会をつくっていく必要を感じていた。そのた
め枝下用水に興味を持ってもらう環境をつくろう
と考えた。そこで 2・3ヶ月に 1回のペースで職
員を交えた研究会をおこない、興味を持ってもら
えるような情報の共有をおこなうことにした。後
に記す旧用水路清掃は、この研究会で話題になっ
たことを行動に移したものだ。
また毎月はじめに前月の資料室の活動記録と今
月の資料室の活動予定を記し共有できる話題を記
した「資料室たより」を職員向けに作成し、豊田
土地改良区に行ってひとりひとりの机に配布し
た20）。こうして枝下用水について共有することが
先ず必要な作業だと考えた。
また筆者らもそうであったように、土地改良区
を知らない市民に土地改良区に足を運んでもらう
機会を作ろうと豊田土地改良区公開研究会を企画
した。枝下用水に関心を持ってもらえるような講
演内容を考えて講師を迎え、資料室の活動紹介も
同時におこなった。2019年まで 4回実施し、60
人、80人、120人と参加人数は増え、3回目と 4
回目はほほ同数だったが、参加者の半分は初めて
の参加だった。地域内外の人びとが枝下用水に興
味を持ち、主体的に参加していることがわかっ
た。3回目からは愛知県と豊田市、4回目は東海
農政局の後援も得て、できるだけ広く声をかける
ことにした。これは枝下用水を市民に開く試み
だ。枝下用水に興味を持ってもらうことで、農地
を耕す人たちのための枝下用水が、それだけでは
なく用水沿いを散歩する市民にも気になる枝下用
水になる。公開研究会は枝下用水をみんなのもの
と考えるために必要だった。
資料室の調査研究報告は編集委員会のときから
発行していたニューズレター『枝下用水日記』を
季刊発行を目標に継続した。豊田市内の交流館や
小中学校に配布するほか、送付希望者には郵送
し、あるいはメールに添付した。次第に部数は増
え、北海道から九州まで読者が広がり、1回の発
行部数は 1,500部となった21）。枝下用水とは無縁
の地域で読むことにどんな意味があるのだろうと
も思ったが、そういう人の多くは自分自身が取り
組む用水がある人で、自分たちの用水への関心か
ら枝下用水にも関心を持ってくれていたのだ。
②開削者・西澤眞蔵のガラス原板の発見
『枝下用水史』刊行の新聞記事をきっかけに、
編集委員会では把握できなかった開削者西澤眞蔵
の一族と出会うことができた。西澤眞蔵の弟・伊
三郎の子孫だ。西澤眞蔵が枝下用水を開削し続け
ることができたのは、長崎にいた伊三郎の送金が
あったからだ。伊三郎には子がなく、そのため没
後は眞蔵の子・多四郎が妻とともに長崎に行き後
を継いだ。長崎は西澤家が店を持ち、広く商売を
していた重要な拠点で、現在も子孫は長崎におら
れる。これまでも西澤家親族の千光会とは連絡が
取れていたが、長崎の西澤家との新たな交流が始
まった。長崎の西澤家には西郷隆盛や木戸孝允の
掛軸が残っており、西澤眞蔵が枝下用水開削を手
─────────────────────────────────────────────────────
２０）「資料室たより」は第 1号（2015年 4月）から第 49号（2019年 4月）まで発行した。
２１）『枝下用水日記』は vol.1（2009年 11月発行）から vol.26（2019年 5月発行）まで発行した。
― ３８ ― 社 会 学 部 紀 要 第133号
がける前の姿がおぼろげながら見えてきそうだ。
2018年夏、西澤眞蔵の故郷の滋賀県愛荘町立
歴史文化博物館で、特別展「眞蔵と枝下用水－水
神になった郷土の偉人－」が開催されることにな
り、この展示に資料室は全面的に協力した。ある
とき博物館の方たちと西澤家当主とで展示品を探
すために愛荘町にある西澤家の蔵に入ると聞き、
一緒に入れてもらうことになった。
蔵では展示したいものが見つからずに苦労した
が、西澤家当主が階段箪笥のひとつから大量の写
真をみつけた。桐の箪笥で密閉力があったから
か、写真の保存状態は良かった。ざっと見るとい
くつもの時代のものがあり、誰が映っているかを
確認するには時間がかかりそうだった。諦めずに
写真を 1枚ずつ確認していると、当主が資料室に
持ち帰ってゆっくり調べてくださいと全て持ち帰
らせてくれた。
資料室に持ち帰って調べてみると、なかに 3枚
のガラス原板がみつかった。ばらばらになってい
たガラス原板の木箱も確認でき、いつ撮影された
ものかわかってきた。専門業者にプリントしても
らうと、若い西澤眞蔵を確認することができた。
最も古いガラス原板（10.8 cm×7.8 cm×2 mm）
の木箱の蓋には「かげのえ（影の絵）」とあり、
中底に「慶応四戊辰歳 九月十五日正八ツ時 長
嵜中島上野ニテ 写真當年廿五才 二代目 西澤
氏主」（慶応 4年＝明治元（1868）年 9月 15日午
後 2時 長崎中島上野にて 写真当年 25歳 2
代目西澤氏主）とあった。
西澤眞蔵は 1872（明治 5）年までに 2代目を襲
名したことはわかっていたが、正確な年代を示す
資料をみつけていなかった。近代の写真に詳しい
姫野順一氏（長崎大学名誉教授）に拠れば、明治
の改元は 9月 8日にあり、15日は既に明治元年
だが、長崎ではまだ改元が周知されていなかった
かもしれなかった22）。
撮影地は長崎の中島川河岸にあった日本で最初
の写真師・上野彦馬の日本初の営業写真館・上野
撮影局だ。上野撮影局は坂本龍馬の立像写真が撮
られたことで知られている23）が、それは西澤眞蔵
の撮影の前年（あるいは 2年前）のことだ。上野
撮影局跡地には龍馬と同じ写真が撮れるモニュメ
ントがあると、西澤家長崎分家当主の西澤佳隆さ
んがその写真を送ってくださった。
姫野氏から、このガラス原板は上野撮影局の幕
末の写真としても貴重なもので、撮影日時が確定
していることから、写真研究史上意義ある発見と
評価していただいた。地元紙だけでなく全国紙に
このニュースは紹介され、それを受けてインター
ネットニュースでも配信され、多くの反響があっ
た。資料室にはぜひ見せてほしいという声がいく
つもきた。
③開削者の故郷を訪ねるツアー開催
ガラス原板発見のきっかけとなった西澤眞蔵の
故郷の滋賀県愛荘町立歴史文化博物館での特別展
は、開削者の故郷を訪ねるには絶好の機会だと考
えた。資料室がある枝下用水水源に近い地元の元
市議会議員、歴史探究グループにバスツアーの企
画を投げかけると、この地域にとって枝下用水は
切っても切れないものだからぜひ行こうというこ
とで実現し、バスツアーは満席だった。参加者に
枝下用水の受益者はほとんどなく、自分たちの近
くに流れる枝下用水を知ってはいるが、枝下用水
について学ぶのは初めてという方がほとんどだっ
た。
このバスツアー企画をしたことで、資料室のこ
とが認知され、このあと資料室への依頼や相談を
受けることが格段に増えた。枝下用水が受益者だ
けのものではなく、市民を楽しませる共通の話題
になった経験でもあった。
（3）地域の歴史を掘り起こす旧用水路清掃活動
『枝下用水史』刊行後、本の内容をよりわかり
やすく伝えるため、豊田市近代の産業とくらし発
見館に枝下用水展を企画してほしいと要望してい
た。2016年冬、豊田市近代の産業とくらし発見
館で企画展「枝下用水 130年史－偉なる哉疏水業
─────────────────────────────────────────────────────
２２）姫野氏には度々 E-mail で御教示いただいた。
２３）姫野氏からは同じ上野撮影局でも龍馬が撮影したスタジオとは別で、西澤眞蔵は第 2スタジオで撮影したと御教
示いただいた。
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－」が開催された。資料室は全面的に協力し、展
示期間中のギャラリートークをおこなった。豊田
市内外から参加者があり、枝下用水への関心は受
益者だけではないことを確信した。愛知県・豊田
加茂農林水産事務所職員におこなったギャラリー
トークのあと、県職員から枝下用水は世界かんが
い施設遺産に登録するに値する、申請しようと声
をかけていただいた。私たちは世界かんがい施設
遺産というものがあることも知らなかったが、枝
下旧用水路が明治の遺構として価値あることを知
ってもらう良い機会だと考えて、登録に動き出す
ことになる。
1929（昭和 4）年、矢作川に越戸ダムが竣工し
たため、枝下用水の取水口は西枝下から約 3キロ
下流の越戸ダムまで移転することになった。その
ため旧取水口から越戸ダムまでの水路はダムに沈
むことになり、明治時代の水路施設が壊されるこ
となく、ダム下に残され、世界かんがい施設遺産
に値する貴重な遺産施設となったのである。豊田
土地改良区職員に話したところ、ほとんどの人が
その施設を見たことがなかった。しかし現地に向
かうには竹藪を伐採しながら進むしかないので、
現地までの清掃活動を兼ねて見に行くことになっ
た。2017年 11月のことである。1回きりでは職
員全員が見ることはできないので、交代で見るこ
とができるよう、数ヶ月に 1回、春夏の草が生い
茂る頃には毎月清掃活動をおこなうことにした。
何度目かの清掃活動のとき、地元の枝下町自治
区長から声をかけられ、事情を話すと、自分たち
の地域のことだからと一緒に参加してくださるよ
うになった。また、旧用水路を見てみたいという
県・市職員、市民も集まってくれるようになっ
た。清掃活動は、毎月第 4月曜日午前中に固定
し、出発地点も車をとめやすい旧枝下駅にした。
こうして枝下用水の歴史を自分たちで感じながら
掘り起こす活動が定着した。
この清掃がきっかけとなり、地元自治区長のア
イデアで、2018年 11月 5日の西澤眞蔵生誕日に
は旧用水路を歩いたあとに、旧枝下駅にあるピザ
窯を使って手作りピザパーティーがおこなわれ
た。ピザを食べながら屋外で枝下用水の話をする
企画は、様々な立場の人が集まり、自主的に資料
を用意する人もいて好評だった。生誕祭が成功し
たため、翌年 3月 1日の西澤眞蔵命日には、枝下
用水水源に立つ枝下川神社の祭神・西澤眞蔵命に
手を合わせた。
また、枝下用水のパンフレットをデザインして
くれた印刷業者である T さんが「楽しく枝下用
水で活動ができれば」とロゴマークを作成し、T
シャツにしてプレゼントしてくれた。素敵なデザ
インで、それをもとにトートバックや T シャツ
をつくることにした。旧用水路清掃のユニホーム
になった。
旧用水路清掃のきっかけとなった世界かんがい
施設遺産登録申請は、3回申請したが叶うことは
なかった。しかし 2019年 3月、豊田市の地域人
文化学研究所により旧枝下用水遺構群が「とよた
世間遺産」に推薦、認定された。これは枝下用水
の遺構を地域の人びととともに大切に思い、清掃
活動という形で活動を継続していることに対して
の表彰であった。枝下用水へのまなざしが広がり
をみせてきたと感じることのできる出来事だっ
た。
清掃活動は地域の人たちとともに枝下用水を知
ることそのものであり、資料の保全はそのまま地
域史を書くことへの重要な応答である。地域史を
書くことは書かれた資料からだけではなく、自然
とのふれあいを通して歴史を実感することでもあ
る。こうした体験を通して、資料室が閉じられた
存在でなく、協働活動拠点となっていることが実
感できるようになった。
5．資料室が目指してきたものは何だったか
（1）豊田土地改良区が資料室閉鎖を決める
これまで記してきたように、『枝下用水史』が
きっかけとなって、資料室の調査研究と実践はそ
の輪を広げていった。こうした活動に対し、2016
年には『枝下用水史』は農業農村工学会賞・著作
賞を受賞した。
現在、農業・農村を取り巻く環境は著しい変化
のなかにある。農業構造の変化、農村の混住化、
農家の高齢化、土地持ち非農家の増加などによ
り、農業人口は激減し、農地や農業水利施設の維
持管理や計画的な整備・更新が困難になってきて
いる。そのなかで土地改良区は本来の土地改良施
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設の管理や整備といった役割に加え、新たに地域
住民の参加・協力を得ながら環境保全や多面的機
能の発揮に努めるなど、地域社会の発展のために
積極的に取り組み、貢献していくことが求められ
てきている。資料室はその役割の一端を担ってき
たと考えていた。
ところが 2019年 4月、豊田土地改良区は 2020
年 3月末には当初の補助用水を通して水の苦闘史
を書くという目的を達成して、資料室を閉鎖する
ことを決めた。しかしこれまで見てきたように、
資料室の調査研究と実践は筆者らだけがおこなっ
てきたものではなかった。地域の人びとをはじ
め、自治会、行政、業者、さまざまな活動を通し
て、多くの方とともに水の苦闘史の資料収集をし
てきた。豊田土地改良区に敷設された資料室の役
割は、資料を収集して歴史を書くことだけではな
く、その活動を通して新たな土地改良区の役割を
模索し、地域にそれを開いていくことだというこ
とを、筆者らも、地域の人々も感じはじめてい
た。つまり資料室は既に筆者らだけのものではな
く、資料室をこのまま終わらせてしまうことは、
地域の人びとはじめ、さまざまなアクターたちの
期待をも裏切ることになってしまうということの
重大さに気づいたのである。
資料室が閉鎖されるならば個人でやればいいじ
ゃないかという人もいる。もちろん個人で研究し
て枝下用水のことがわかれば、それはそれで面白
い。しかしわかったことが協力してくださる方々
はもちろんのこと、直接は関わらなくてもそれに
興味を持ってくださる方々、学校の副読本で学ぶ
小学生たち、さらにはこれから生まれてくる子ど
もたちの共有の財産になっていく。わかったこと
が活きてくる、生かされていく、それこそが面白
く、楽しいのだと思う。
今回、地域の水の苦闘史を書くために、補助用
水、そこに水を揚げるための揚水機やそれととも
に暮らしてきた人びとについての資料を集めるた
めに拡げてきた活動から、資料室の一員として学
んだことは、資料室の活動と地域の人たちの活動
したいという気持ちが共振し、みんなで一緒にな
にかをしようという気持ちになってきており、そ
のためにはやはり協働実践型研究拠点である資料
室が必要だということであった。
（2）資料室の現在
資料室は 2019年春で 5年目に入り、新たに枝
下用水に興味をもつ人びとが登場し、行政、組
織、地域住民、市民といった多様なアクターが関
わり、互いにその面白さを感じることができるよ
うになってきた。地域の人びととの協働実践型研
究拠点としてようやく機能してきた。研究は個人
のものではない、関わろうとする人たちとの共有
の財産であると考え実践してきたことが伝わり、
地域の人びとも共に協働する面白さを感じ始めて
いる。
7月には豊田市内小学校の教員から来年度の豊
田市小学校社会科副読本の全面改訂にあたり、枝
下用水の章を担当することになったので相談に乗
って欲しいと言われ、これまでの副読本と見比べ
ながら、いま子どもたちに伝えたいことを一緒に
考えた。9月には前述の西澤眞蔵のガラス原板の
寄贈について西澤家から相談を受け、上野彦馬研
究をすすめる長崎大学への寄贈を手伝った。西澤
家からはこのことがきっかけでまた新たな資料の
発見ができた。西澤家も枝下用水への興味を深め
た。長崎大学寄贈のニュースは国内だけでなく、
朝日新聞の英字新聞で海外に配信された。10月
には明治用水土地改良区女性部の視察研修が豊田
土地改良区であり、講演をおこなった。
そして 11月には、枝下町自治区の呼びかけで、
猿投台地域の各自治区、枝下町水辺愛護会、西広
瀬工業団地協議会、旧用水路清掃定例メンバーの
約 90名が、枝下町廃線敷から枝下旧用水路第二
樋門までの竹林を伐採した。枝下町自治区が大掛
かりな整備を決めたのは、豊田土地改良区と資料
室が清掃していることを知り、一緒に活動を始め
たのがきっかけだ。猿投台地域は越戸ダム下流で
毎月散策路づくりのための竹林伐採を進めてお
り、枝下町自治区長が越戸ダム上流にも散策路を
と地域会議に提案、西広瀬工業団地協議会に協力
を願い出たのだった。倒壊散乱する木竹の整理を
しながら作業は進んだが、竹林伐採ボランティア
に慣れた参加者らは手際よく、あっという間に散
策路として整備された。初めて第二樋門に立つ参
加者も多く、身近なところにある近代遺産に感心
していた。猿投台地域では旧枝下用水の第二樋門
や取水口、旧枝下駅からの廃線路の整備をし、自
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由に遊べる空間にしたいという声があがってい
る。地権者の理解を得ていくことが課題だが、そ
のためにも今回の成果を維持できるよう、今後も
有志の定期的な清掃活動を続けていくということ
だ。これこそ枝下用水が地域のなかで共有され、
その歴史実践を協働できるものにしていると言え
るのではないだろうか。
ほかにも竹村文化振興会（地域の文化活動）の
アドバイザーとしての参加、枝下用水に関する看
板設置の相談、豊田市内組長会議での枝下用水講
座、資料提供・協力による研究交流の成果報告、
豊田市史編さん委員会との所蔵資料の貸借、その
問い合わせ対応など、さまざまなことが資料室閉
鎖が決まったあとも躊躇なくやってくる。
資料室に寄せられるこうした要請や期待は土地
改良区に対する期待に他ならず、資料室の活動
は、今後土地改良区が担っていくべき役割の可能
性、方向性を示しているのではないだろうか。こ
れまでの土地改良区の役割からすれば、これらの
ことは本来の業務とは異なるやっかいなことかも
しれないが、そのひとつひとつを新たに求められ
る土地改良区の姿として考えてみると、そこには
共振して動き出す地域社会がある。それは決して
やっかいなことではなく、きっとこれからの土地
改良区としての役割を見通すことのできる体験と
なるだろう。
6．まとめ
本稿では豊田土地改良区の委託事業として
2008年に発足した編集委員会から、2015年に豊
田土地改良区資料室というかたちで新たに活動を
始めた 12年間の歩みとそのなかで気づかされた
ことを記してきた。古川研究室のサテライトとし
て、地域を知る、地域で知る、地域とともに知る
という古川の研究手法を矢作川流域で実践し、12
年をかけて協働実践型研究の現場をつくりあげて
きたといえば、はじめからそのように計画してき
たようだが、実際はそうではなく、ひとつひとつ
の課題を乗り越えていくなかで、気づけばようや
くそこまでたどりついたのではなかったかと思
う。
編集委員会が発足し、枝下用水史を書くことに
なったとき、目の前には書かれた資料が文字通り
山ほどあった。それだけで書くことも不可能では
なかっただろう。しかし地域に研究を開いていく
ことでその面白さは倍増した。『枝下用水史』刊
行後、新たに続編を書くために、開かれた資料室
をめざし、次々に要望が届く場所となり、そのひ
とつひとつに手を抜かずに対応していくなかで、
地域の人びととともに知ることができ、旧用水路
清掃などの協働の場がつくられていき、いつのま
にか協働実践型研究拠点となった。
豊田市猿投台地区コミュニティ会議・猿投台交
流館共済事業は、2020年 2月に筆者らを呼んで
枝下用水の講演会を企画してくれた。講演会をス
タートにして次年度枝下用水の連続講座を企画
し、別の形で資料室を継続させようと自治区や行
政、地域の人びとが動き始めてくれている。なに
よりも枝下用水という歴史をいまここでみんなで
楽しみたい、それが歴史実践に取り組ませる、継
続させる大きな動機づけとなっているのだろう。
そのみんなのなかに資料室をこれからも入れてい
きたいと考えてくれていることは、専門家と一般
市民の乖離の問題も乗り越えて、筆者らの目指し
てきたありかたに近づけているように思う。
本稿の目的は、地域史を地域で地域の人びとと
ともに書くことの意味を検討することであった。
私たちと地域の人びととの地域史を書いてきた歩
みゆきから言えるのは次のようなことだ。地域の
人びとが地域の歴史を書くことで、地域の過去の
歩みが地域の現在に接続され、いまここで暮らす
ことに豊かさをもたらし、これからの歩みゆきに
形を与える力になっているのではないか。私たち
もまた単にそれをサポートする者ではなく、こう
した地域での協働によって、抽象化された大文字
の歴史がいまここにある地域の現在と過去と未来
とに接続される可能性を与えられたことを愉し
み、いまここで暮らす人びととその豊かさを共有
していることを実感する。
2020年 4月以降、あらたな地域の研究拠点を
たちあげて、これまでの 12年間で培ってきたネ
ットワークを大切にして、多様な主体とともにこ
れからも共に工夫を重ね、地域の歴史実践を共
有、協働していきたいと考えている。
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Learn with the Community: Shidare-yosui Irrigation Canal:
Investigation, Research, and Practice at
the Toyota Land Improvement District Archives Office
ABSTRACT
This paper explores the practice of writing a local history book based on concrete
experience. In keeping with this, we analyzed the exercises we undertook by rooting
ourselves in the community, exchanging ideas with people in the community, referenc-
ing the ideas, and taking notes of the ideas. Results revealed that a local history book
is a resource to be preserved not merely as historical data of various regions and na-
tional history or as a future legacy. This resource should also be shared among resi-
dents of the particular region. Sharing stories about local people’s practices encapsu-
lates the idea of writing a local history book. This paper reveals that people find mean-
ings in living in their communities by researching, noting, and sharing the history of
their respective communities.
Key Words: Shidare-yosui irrigation Canal, local history, collaborative survey
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